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■ 課 題 名  鳥類のあし模型を活用した生物多様性の理解向上 

■ 交付番号  ２５０１３ 

■ 機 関 名    ミュージアムパーク茨城県自然博物館 

■ 氏    名    佐野 拓哉 

 

１．事業の概要 

  2025年度に開催される鳥類に関する企画展やイベント等で、生息環境や生態に応じて形の異なる

様々な鳥類のあし模型を活用し、その形態及び生態や恐竜とのつながりへの理解を深め、生物多様

性への関心を高める。 

 

２．実施場所及び実施期間等 

  ・実施場所 ミュージアムパーク茨城県自然博物館 

 ・実施期間 2025年 4月 1日～2026年 3月 31日 

 ・企画展タイトル 

第 94回企画展 鳥の世界へようこそ！－知れば 知るほど おもしろい－ 

・会  期 2026年 2月 28日～2026年 6月 7日 

 

３．事業の具体的内容 

(1) 鳥類のあし拡大模型の製作 

   オオタカ、ダイサギ、マガモ等９種の鳥のあし模型を製作した。 

   ・オオタカ（獲物をつかむあし） 

   ・ダイサギ（水辺でも沈まないあし） 

   ・マガモ（水面を泳ぐあし） 

   ・コゲラ（幹に垂直につかまるあし） 

   ・オオバン（水陸両用のあし） 

   ・カワセミ（穴を掘るあし） 

   ・カイツブリ（弁足とよばれる独特のあし） 

   ・シジュウカラ（枝につかまる小鳥のあし） 

   ・カワウ（潜水に特化したあし） 

 

製作においては、業務委託先である工房森と綿密な打ち合わせを行い、さらに試作品に対する修

正を何度か繰り返す中で、より実物に近い形態を再現した。（図１～６） 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ カワセミのあし 図２ ダイサギのあし 

図３ カイツブリのあし 図４ オオタカのあし 

図５ コゲラのあし 図６ シジュウカラのあし 



(2) 企画展での展示 

本事業で製作した９種の鳥類あし模型を当館第９４回企画展「鳥の世界へようこそ！－知れば 知

るほど おもしろい－」で展示した。図７は展示の様子である。特に鳥類の採食行動について紹介する

コーナーで、くちばしとともに採餌に関わる重要な器官であるあしの比較をするため、本資料を活用

した。 

 

 

４．本事業の評価 

本企画展を観覧した来館者に対してアンケートを実施し、感想を自由記述式で尋ねた。 

(アンケート実施期間 令和 8年 3月～令和 8年 4月 10日 回答数 512件の回答中、 

自由記述があったものが 141件) 

 
    感想（抜粋） 

・鳥の大きさが思っていたのと全然違ってびっくり。今まで鳥には興味がなかったのですが、学 

びのきっかけとなりました。 

・鳥についての特別展がとても勉強になった。  

・多くの鳥の剥製を見る事が出来ました。野鳥の観察に活かせそうです。 

・鳥のことについて初めてこんなに詳しく知ることができました!とっても面白い企画展をあり

がとうございました!!  

・前回来た際に鳥に関する企画展があると知り、来ました。剥製が多く、大満足です！様々な鳥

の生態について知ることが出来た為、今からフィールドワークに出ようと思います 

図７ 展示の様子 



・企画展で、鳥のことをより深く知れて楽しかったです 

・普段から鳥は見ていますが近距離では中々、みられなかったのですがこの企画展でみられた

のが嬉しいです。 

・鳥という身近でありながら、触れる機会の少ない種類を見れて良かった。 

・企画展では鳥類の体の仕組みや知識についてとてもよく知ることができました。 

・鳥の魅力が深く感じられて楽しかった 常設展でも、リアルな虫や鳥、剥製などを間近で見る

ことができるところは大きな魅力だと感じる 

・鳥が大好きなので、沢山の事を知れて良かったです 剥製が沢山あって実際の姿を見れて嬉

しかったです 

・前まであまり鳥に興味がなかったけど今回の企画展でとても興味を持つきっかけになりまし    

た 

 

アンケート調査の自由記述から、本事業で作成したあし模型をはじめとして、来館者が標本を

間近で観察することで鳥の形態的な特徴を理解することができたことや、鳥についてより深く知

ることができたということが伺える。あし模型を活用した展示をはじめ、本企画展を通して来館

者の鳥への興味関心や野外での野鳥観察に対する意欲が高まったものと考えられる。 

 

５．今後の課題 

今年度は模型の作成と展示のための準備に時間をかけたため、企画展以外での本模型の活用はあ

まりできなかった。今後は当館のイベントや他の企画展での利用、他館や他の施設への資料貸出等

を行い、より多くの場で鳥類に対する理解を深めるために活用していきたい。 

また、当館で行っている移動博物館や講師派遣などの教育普及事業でも積極的に活用していきた

い。これらの事業ではこれまで、運搬できる資料の大きさや数の制限等から、大型の鳥類を扱うこ

とや多様な種を比較することはできなかった。しかし、本模型を活用することで、あしの特徴に注

目しながら鳥の形態について理解したり、その多様性について比較しながら考える機会となるので

はないかと考える。学校団体や社会教育施設等へもこのような資料があることを積極的に周知して

いきたい。 

 


